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１．全体概要 

 

（１） 令和６年度の社会状況 

令和 6年（2024年）度は、従来の日本社会とは異なる時代であることを示す出来事が多数起

こりました。 

人口減少社会となり 10月 1日時点で日本人の人口は１億 2029万 6千人、前年に比べ 89

万 8千人（-0.74％）の減少となり、13年連続で減少幅が拡大しています。一方で外国人は 34

万 2千人の増加の 350万 6千人（人口のうち約 2.8％）で、3年連続の社会増加でした。 

経済では、2024年 3月にマイナス政策金利が解除され、7月に 0.25％に引き上げられるな

ど、デフレ社会から物価上昇社会に代わり、社会全体で値上げが行われました。しかし賃金上昇

が物価に追い付いていなかったことから、6月から一人 4万円の定額減税と低所得世帯への給

付が行われています。また、最低賃金の全国平均を 2020年代に 1,500円以上にする政府目標

を受け、兵庫県の最低賃金は昨年より 51円高い 1,052円になっています。さらに一部では 30

万円以上の初任給を提示する企業が出くるなど人材獲得競争が起きています。 

他にも 6月末時点のコメの民間在庫量が前年同月より 41万トン少ない 156万トンで、8月に

は米が店頭から消える状況となり価格が高騰。2月から備蓄米（計 21万トン）の放出が開始さ

れましたが米の流通量が足りず値下がりにはつながりませんでした。 

政治では候補者が自分の当選を目指さず、他の候補者の応援をする 2馬力選挙や、SNSを

利用した意見の発信、遠く離れた選挙区外での演説など、これまで想定されていないような選挙

活動がありました。 

福祉分野では、医療・介護・障害福祉が同時に報酬改定となりました。障害福祉では生活介護

サービスが 1時間単位の報酬体系に変更されています。また 4月 1日には改正障害者差別解

消法が施行され、事業者による障害者への合理的配慮の提供が義務化となっています。7月には

旧優生保護法裁判で国への賠償命令が確定し、「旧優生保護法に基づく優生手術等を受けた者

等に対する補償金等の支給等に関する法律」が 10月 17日に施行されました。12月には健康

保険証がマイナンバーと一体化されています。 

 

（２） 法人の概要 

人材確保のために求人広告を増やし、大卒初任給 22 万円を目標にベースアップ等の給与水

準の改善を行いました。しかし採用は厳しく、リバティ神戸では看護師やリハビリ職の増加で配置
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基準 1.5：1は維持したものの、生活支援員の人数は減少しています。 

業務改善としてタブレットの導入やキャッシュレス化を行い、地元の秋祭りなど地域活動を積極的

に行いました。 

会計面は報酬改定と処遇改善があり収入が増えたものの、それ以上に人件費増や価格高騰な

どの影響で支出も増加し、最終的なサービス活動収益（売上高）が前年比 2.3％増の5億 265 

万円、当期活動増減差額（当期純損益）が同 38％減の 687万円となりました。 

 

（３） 皆様からのご支援 

以下のご支援を頂きました。この場を借りてお礼申し上げます。 

誠にありがとうございました。 

⚫ 法人が頂いた補助金・助成金など 

① 神戸市 

1. 施設整備資金等補助金  14万 256円 

2. 重症心身障害者加算金  62万円 

⚫ 寄付金 

① 利用者ご家族     ２万円 

⚫ ボランティアの皆様 

施設行事として紙芝居ボランティア、盆踊りボランティアのほか、入所者の個人ボランティ

アとして傾聴、パソコン指導などにお越し頂きました。 
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2. 法人全体の事業 

（１） 経営面について 

① 引き続き、外部の公認会計士による会計指導を受けました。 

② 中長期計画の実施に取り組みました。 

③ バランスの取れた役員構成とするため、理事 6名のうち女性 2名（33.3％）、社外理

事 4名（66.7％）としています。 

④ 現金管理のリスクを無くすため法人クレジットカードを導入し、一部を除きキャッシュレ

ス化をしました。 

 

（２） 人事面について 

① 有給休暇はパートを含め使用が定着していますが、職員不足のため低下傾向にあり

ます。正職員は１７．９日、70.3％（前年比-8.2％）、平均残業時間は 1.6 時間/月

（前年比-0.7時間）となりました。 

② 最低賃金の上昇を受け、処遇改善手当を基本給に変更しました。10 月からの正職

員給与は介護職員が 10,500 円、その他の正職員が 8,000 円のベースアップ。パ

ート時給は 4月から 30円ベースアップする改定を行いました。さらに令和 7年 4月

からは、正職員で月1,600円、パート職員に時給10円のベースアップをしています。

その結果、大卒の初任給は 22 万円を超えました。（基本給のみ、無資格、生活支援

員） 

③ 全ての正職員の誕生日月を基準に、年 1回の理事長面談を行い、1年間の振り返り

や法人の方向性の共有、職場の課題の相談、今後の目標設定などを行いました。 

④ 公正な人事を行うための人事委員会を開催し、人事異動・賞与査定・懲戒処分につ

いて協議しました。 

⑤ 職員同士のコミュニケーションを図るための「職員余暇活動等助成制度」（＠1,000

円×月 2回まで）を継続しました。月平均 2.2回、延べ 109名の利用がありました。 

⑥ 法人負担・希望者のみ参加の形式で、6 月に職員交流会（BBQ）、年末の忘年会を

開催し、新型コロナウイルス感染症の制限期間に不足していた職員交流の場を設け

ました。 

⑦ 職員が働きながら資格取得に取り組み、正職員１名が社会福祉士、パート 1 名が介

護福祉士に合格しました。その結果、正職員の国家資格保有者は 78.3％となりまし
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た。（国家資格：社会福祉士・介護福祉士・看護師・理学療法士・管理栄養士、正職

員には技能実習生を含まず） 

また、強度行動障害者支援者研修の受講を推進し、正職員の管理者・サビ管・生活

支援員のうち 42.1％が取得しました。 

⑧ 早朝・夜間帯の通勤バスが無いため、一部のケースで職場と最寄り駅までのタクシー

通勤を許可しました。 

⑨ 職員とのエンゲージメントを高めるため、2月から理事長ニュース（毎日更新）を開始

しました。 

⑩ 職員がチームとしての役割を意識出来るように、人事評価に部門評価を導入しました。 

 

（３） 報酬外の取り組みについて 

① 入所者へインターネット環境の無料提供をしました。 

② ご家族がないなど、自分で買い物が出来ない利用者に対し、無償で買い物代行をし

ました。 

③ 身寄りがなく高次脳機能障害を持つ地域の高齢障害者１名に対し、アパート契約の

連帯保証人、銀行手続き、病院受診の送迎・付き添いなどの支援を無料で行いまし

た。 

④ 10月 5日 第 26回西区健康福祉フェア＆はっぴ～カーニバルに参加しました。 

⑤ 10月 14日 白水地区秋祭りにボランティア参加しました。 

⑥ 11月28日～11月29日 近畿地区身体障害者施設協議会研究大会（滋賀大会）

で「多様化していく短期入所利用者～児童や強度行動障害者受け入れ～」を発表し

ました。 

⑦ 12月 26日 ほっとかへんネット「こどもの居場所作り事業」に参加しました。 

⑧ 2月 13日 西区自立支援協議会「まなぶ部会」主催の防災運動会に参加しました。 

 

（４） 情報公開について 

① 法人のウェブサイトで決算書類などを積極的に公開しました。 

② 事故・怪我・病気などについては、利用者のご家族・行政へ随時報告しました。 

③ 法人の専門委員会活動で、ご利用者がオブザーバー参加・傍聴できるようにしまし

た。（個人情報などに関わる一部時間を除きます） 
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（５） 業務の改善について 

① Microsoft365の全社配備を進め、社内ツールとして teamsを導入してチャットによ

る連絡・共有とオンライン会議・ミーティング、インカムを活用しました。 

② 会計・給与システムのクラウド化、給与明細のデジタル化に続き、経費のキャッシュレ

ス化を導入しました。（再掲） 

③ 公認会計士による指導を受け、会計業務の改善を継続致しました。 

④ 本来の身体障害だけではなく、知的障害などの重複障害者のご利用が増加している

ことに対応するため、強度行動障害支援者養成研修（基礎・実践研修）を全ての常

勤生活支援員が取得するように受講を推進しました。（再掲） 

⑤ 防災備品の衛星電話を、衛星通信のスターリンクとポータブル電源に変更 

⑥ 記録の効率化のため、タブレット型の福祉見聞録を導入しました。 

⑦ ご利用者の変化に合わせ、リバティ神戸の入所者女性トイレを改修しました。 

⑧ 環境負荷軽減などのため、ご利用者を除いた関係者への年賀状を廃止しました。 

⑨ 電動ベッド 3台を更新しました。 

⑩ 天井走行リフト、見守りセンサー、インカムの増台（骨伝導）、デイサービス直通番号の

導入検討をしました。 

⑪ デイサービスでノーリフトケアの導入を進めました。 

 

（６） 専門委員会の活動 

虐待防止委員会 

障害者に対する虐待を防止と人権啓発に取り組み、２ヶ月に１回の身体拘束適正化評価や年２回

の研修を実施しました。  

災害対策委員会 

災害・感染症等に対する減災と業務継続に取り組み、BCP マニュアルの見直しや防災備蓄の更

新、図上訓練を行いました。 

事故防止委員会 

介護や日常生活での事故防止に取り組み、事故防止マニュアル作成や AED研修などを行いまし

た。 

QOL委員会 

障害者の生活の質の向上に取り組み、職員の接遇状況調査などを行いました。 

品質管理委員会 

業務状況の適正調査と改善提案に取り組み、各部署のマニュアルの使用状況の確認や更新の助



 6 

言などを行いました。 

栄養ケア委員会 

栄養ケアマネジメントと食生活の向上に取り組み、口腔ケアの意識向上、嚥下状態の評価などを

行いました。 

広報・PR委員会 

社会に対し法人の考えや活動を伝えることに取り組み、web サイトの更新、求職者に向けた会社

説明の改善などを行いました。 

 

（７） 福祉団体を通じた地域公益活動について（一部再掲） 

① 神戸市内 

神戸市西区自立支援協議会（KOBE WEST NET）、ほっとかへんネット Kobe・西、

神戸市身体障害者施設連盟 

② 兵庫県内 

兵庫県身体障害者支援施設協議会、兵庫県社会福祉施設経営者協議会、兵庫県

社会福祉議会 

③ 広域・全国 

近畿地区身体障害者施設協議会、全国身体障害者施設協議会、全国重症心身障

害日中活動支援協議会、孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム 

 

その他各事業所の詳細については、以降各章の通りです。 

当法人と施設運営に対しご協力頂いた皆様に感謝申し上げます。 
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3．障害者支援施設リバティ神戸 事業報告 

 

（１） 事業所の概要 

所 在 地 神戸市西区伊川谷町潤和２－２ リバティ神戸２～３階 

施設種別及び 

サービス種類

／定員 

障害者支援施設 

• 施設入所支援 

• 生活介護 

• 短期入所 

• 自立生活援助 

 

52名  

57名  

（5名・併設型） 

居 室 １ 人 部 屋    ５室 

２ 人 部 屋   ２６室 （計５７床） 

主 な 対 象 者 18歳以上の身体障害者で施設に居住される方。 

自立生活援助は、西区・垂水区・明石市で一人暮らしの障害者 

営 業 日 年中無休。 

営 業 時 間 • 施設入所支援 

• 生活介護 

• 短期入所 

• 自立生活援助 

午後 5時から翌午前 9時まで 

午前 9時から午後 5時まで 

午前 9時から翌午前 9時まで 

午前 9時から午後 5時まで 

 

（２） ご利用状況について 

施設入所支援・生活介護のご利用者 

 年度初めの入所者５２名から１年間で入所２名・退所 4 名があり、最終的に年度末で

は 50名でした。地域移行をされた方や亡くなられた方が退所。新型コロナウィルスやイ

ンフルエンザ感染によって長期の入院があり、利用者数が減少となりました。その結果、

施設入所支援の利用者が述べ 1万７９６４名（前年比̠－４７３名）となりました。 

 年度末における入所ご利用者の年齢構成は、２５歳から８１歳であり、60 歳以上の方

が２３名（前年比－３名）で全体に占める割合が４６%、平均年齢は５６.４歳（前年比－１.

３歳）で、昨年度と平均年齢に変更はありませんでした。男女の比率は男性が２４名、女

性が２６名です。施設報酬区分の基礎となる平均障害支援区分は施設入所支援及び

生活介護が 5.9（前年と同じ）となっております。 

 

短期入所のご利用者 

利用人数は延べ８０８名（前年比＋２９３名、＋６３％）、営業日数３６５日でした。 

平均障害支援区分は５.7（前年比-0.1）です。 

 

昨年１１月に新型コロナウィルスのクラスター、年末年始にかけてインフルエンザクラス
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ターがあり、状況を説明し短期入所を控えてもらうよう案内はおこなったが、リスクは承

知で短期入所を利用したいと希望があったため、結果的に営業はおこないました。また、

法人内の生活介護事業所と連携し、生活介護から短期入所で過ごされ、翌日生活介

護を利用するという方が増えたことで利用人数の増加に繋がっています。 

 

自立生活援助のご利用者 

令和２年１１月からサービスを開始しました。当初予定していた一人暮らしの障害者

（リバティ神戸から退所）の方については、高齢で介護保険の優先利用のために支給

決定を受けることが出来ず、補足的に定期的な病院受診等の無償支援を行っています。 

また新規利用者の募集については、職員の余力が少ないため、やむを得ず中断してい

る状況です。 

 

（３） サービスの内容 

下記の通りサービスを実施いたしました。 

 

日常のスケジュール 

7:00 起床・洗面・着替え 理 学 療 法 

作 業 療 法 

言 語 聴 覚 士 

医 師 回 診 

シ ー ツ 交 換 

コ ッ プ 漂 白 

体 重 測 定 

買 い 物 代 行 

パ ン 訪 問 販 売 

理容訪問サービス 

洗 濯 

お 菓 子 作 り 

外 出 支 援 

 

訪問口腔ケア活動 

随時（月～金曜） 

随時（月～土） 

毎週 2回 

毎週１回（水曜） 

毎週 1回（週末毎） 

毎週１回（日曜） 

月１回 

毎週 1回（木曜） 

毎週１回（金曜） 

月 2回 

毎日 

2 ヶ月に 1回程度 

誕生日月に買い物外出

毎週 1回（火曜） 

 8:00 朝食・歯磨き・服薬 

 9:00 体操・清掃 

10:00 水分補給 

10：30

～11：

30 

入浴（月火木金 機械浴）※ 

12:00 昼食・歯磨き・服薬 

13:00 

～  

15:40

頃 

入浴（月・火・木・金 一般浴、機

械浴）※ 

喫茶コーナー 

14:00 水分補給 

18:00 

18:30 
夕食・歯磨き・服薬 

夕食後 非入浴者清拭・着替え 

19:00 水分補給 

20:00 眠前薬服用 

22：00 消灯・就寝 

※夏季については、週３回入浴です。 
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年中行事／クラブ活動 

４月 お花見（6・7日） 

避難訓練（10日） 

お菓子作り（24日） 

月例行事 

（毎月１回） 

・誕生日会・茶話会 

・散髪（月 2回） 

・各委員会活動 

・入所者自治会（ハイビス会） 

・日中活動（週２～３回） 

カラオケ 

映画鑑賞 

レクリエーション 

工作活動 

音楽レク 

生け花 

脳トレ など 

５月 四季祭り（7日） 

健康診断（17日） 

お菓子作り（29日） 

６月 遠足（15日） 

お菓子作り（28日） 

７月 七夕会（6日） 

遠足（3・7・17日） 

四季祭り（10日） 

お菓子作り（31日） 

８月 夏祭り（10日） 

お菓子作り（28日） 

９月 防災イベント、防災食（4日） 

遠足（21・28日） 

お菓子作り（28日） 

１０月 レストランメニュー（5日） 

遠足（9・26・30日） 

お菓子作り（27日） 

１１月 遠足（6・9・16日） 

四季祭り（14日） 

お菓子作り（27日） 

１２月 クリスマス会（21日） 

年越し（31日）  

健康診断（13日） 

１月 元旦（1日） 

新年会（8日） 

２月 節分（1日） 

四季祭り（7日） 

V．Dお菓子作り（12日） 

３月 ひな祭り（1日） 

避難訓練（14日） 

お菓子作り（26日） 

お花見（29・30日） 



 10 

 

コロナが 5類となってからは大勢での遠足などの外出支援ではなく、個別の外出から再開し、ボラ

ンティアの受入れも再開し、制限のない元の状態へ戻っています。遠足に関しては、個別の外出の

方が行きたい所に行けると好評でしたので、大人数ではない外出を継続しました。 

人数制限を設けていた夏祭りやクリスマス会などについても制限なくご家族等にも参加していただ

き、お食事などを楽しんでいただきました。 

 

健康管理 

① 利用者の健康管理に関しては毎週水曜日の嘱託医師診察と、火曜日の歯科医の口腔

ケア、年 2回の健康診断を実施すると共に、必要な場合は適時受診を行い体調の維持

に努めております。 

② リハビリでは、平日（月～土曜日）に理学療法士と作業療法士による機能訓練を実施に

加え、週２回の言語聴覚士による訓練を実施しました。 

 

食事の提供 

管理栄養士によって随時メニューを変更し、大量調理マニュアルに添いながら、出来るだけ

利用者の嗜好に合った食事の提供を心がけました。 

嚥下機能が低下しトロミを使用する方が多くなってきたことからトロミサーバーを導入し、均

一にトロミをつけて安全に飲用していただけるよう取り組んでいます。 

嚥下状態が悪い方への支援を行っていることから医師の指示のもと、新たに経口維持加

算や口腔衛生管理加算等の取得にも努めています。 
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4．身体障害者デイサービスセンターリバティ神戸 事業報告 

 

（１） 事業所の概要 

所 在 地 神戸市西区伊川谷町潤和２－２ リバティ神戸 1階 

施設種別及

び 

サービス種類

／ 定 員 

指定障害福祉サービス事業所 

生活介護 

 

20名 

主な対象者 神戸市西区・明石市の一部の自宅から通う 18歳以上の

身体障害者 

営 業 日 月曜～金曜日まで。その他、年末年始・盆・臨時に休業 

営 業 時 間 午前 8時 30分から午後 5時 30分まで 

（サービス提供時間は午前 9時から午後 3時 10分ま

で） 

送 迎 車 両 ワンボックス 4台（車いす仕様） 

 

（２） ご利用状況について 

ご利用者 

1年間の生活介護利用者数は営業日数２５１日に対し延べ 

３，３５８名（前年比-225名）、1日平均 13.3名（前年比 

-1.0名）でした。 

生活介護の年度末における利用登録者の年齢構成は、２０歳から５７歳です。 

男女の比率は男性が２２名、女性が８名となっております。 

平均障害支援区分は 5.9（前年比＋0.1）でした。 

年度途中の新規利用者は５名、退所は２名（長期入院１名、他施設へ入所１名）ありま

した。 

 

（３） サービスの内容 

・午前は創作活動や個別支援計画に基づいた活動、入浴、訓練、午後は想像力や感情表

現を豊かに養っていただけるようにグループワークを実施しました。 

・西区自立支援協議会主催防災運動会の装飾品作成や作品展に出品したり、ほっとかへ

んネットKOBE・西の「こどもの居場所作り事業」にご利用者と参加しました。また、旧西区

役所玉津庁舎地域交流拠点「玉津のつどい場たまろっと」で幅広い世代の方とご利用者

がボッチャを通して交流するなど、積極的に地域公益活動を行いました。 

・個別アセスメントにもとづいた“人力で抱えないケア”と腰痛予防を目標に、リフト機器

の導入を行い、福祉用具を積極的に活用しました。 
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日常のスケジュール 

8:30 送迎開始 機 能 訓 練 

体 重 測 定 

パ ン 訪 問 販 売 

理容訪問サービス 

更 生 ・ 健 康 相 談 

御 家 族 と の 面 談 

週 4回（火～金曜） 

2 ヶ月に 1回 

毎週１回（金曜） 

2 ヵ月に 1回 

随時 

半年毎 

9:00 

(到着後) 

健康チェック・入浴 

レクリエーション 

支援計画に沿った個別活動 

社会適応訓練・創作活動 

11:30 昼食・服薬・歯磨き 

12:30 リラックスタイム 

レクリエーション・社会適応訓練・

入浴・創作活動 

支援計画に沿った個別活動 

15:10 送迎開始 

17:30 業務終了 

 

年中行事 

４月  月例行事 

・誕生日会（毎月１回） 

 

・デイサービス便りの配布（毎月 1回） 

・QOL 委員会お菓子作り（毎月１回程

度） 

・散髪（２カ月に１回） 

５月 母の日のプレゼント作り 

四季の食祭り（7日） 

６月 父の日のプレゼント作り 

デリバリーランチ会（７日・１２日・１８日・２

０日日・日） 

７月 七夕 

四季の食祭り（１０日） 

８月 夏祭り（８日・９日） 

９月 防災イベント・消防避難訓練（４日） 

１０月 ボランティア演奏会（１４） 

ハロウィンお菓子配布） 

１１月  

遠足：神戸どうぶつ王国（６日・８日） 

四季の食祭り（14日） 

１２月 インターンシップ学生受け入れ（１２日） 

クリスマス会（１９日・２０日） 

１月 新年会（８日） 
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初詣（１４日・１５日・１６日日・日） 

 

２月 四季の食祭り（７日） 

お菓子作り（１７日） 

３月  

消防避難訓練（１４日） 
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5.はみんぐ 事業報告 

 

（１） 事業所の概要 

所 在 地 神戸市西区和井取 1－12 

施 設 種 別 及 び 

サ ー ビ ス ・ 定 員 

指定障害福祉サービス事業所 

 生活介護 

 

20名  

 

主 な 対 象 者 神戸市西区・明石市の一部の自宅から通う 18歳以上の身体

障害者 

営 業 日 月曜日から金曜日まで。その他、年末年始・盆・臨時に休業。 

営 業 時 間 午前 9時から午後３時まで 

指 定 年 月 日 指定障害福祉サービス事業所  平成 25年 5月 1日 

送 迎 車 両 ワンボックス 4台 

 

（２） ご利用状況について 

 １年間の生活介護利用者数は営業日数 251日に対し述べ 3,554名（前年比+81名）、１日平

均 14.2 名(前年比＋０．3 名)でした。生活介護の年度末における利用登録者の年齢構成は、19

歳から 56歳の若い方が中心で平均年齢は 29.3歳、男女の比率は男性が 1７名、女性が 18名

となっております。 

平均障害支援区分は 5.9(前年比±0)となっており、医療的ケア(吸引、吸入、胃ろう、導尿など)の

重度者割合が高くなっています。 

 

（３） サービスの内容 

 

・午前は創作活動や個別支援計画に基づいた活動、午後は毎日集団レクリエーションを実施し

ました。 

・感染予防対策強化の為、中止していた外出支援（ランチ外出や遠足）や演奏ボランティアなど

の受け入れを再開しました。 

・重症心身障害者や医療的ケアが必要な方の利用が多いことから看護師を増員し、自宅訪問

や入院先での退院時カンファレンスへ参加し積極的な受け入れを行っています。 

・利用者やご家族の意向として短期入所の利用希望も多かった為、リバティ神戸への利用調整

や相談、利用時の送迎なども実施しています。 

・次年度から希望がある場合には延長利用などの対応を検討していた為、送迎調整などを行い

ながら希望者へ実施し、導入に向けての準備を行ってきました。 
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日常のスケジュール 

8：30 送迎開始 機 能 訓 練 

体 重 測 定 

更生・健康相談 

御家族との面談 

週 1～4回 

2 ヶ月に 1回 

随時 

半年毎 

9：00 

(到着後) 

健康チェック・入浴 

レクリエーション 

社会適応訓練・創作活動 

12：00 昼食・服薬・口腔ケア  

13：40 レクリエーション・社会適応訓

練・創作活動・支援計画に沿っ

た個別活動 

 

15：00 送迎開始  

17：30 業務終了  

 

年間行事  

４月 お花見散歩 月例行事 

・誕生日会 

・演奏ボランティア（毎月） 

 

・はみんぐ通信配布(毎月 1回) 

・紙芝居ボランティア活動受け入

れ 

 

５月 ランチ外出 

６月 ランチ外出 

７月 夏祭り（25日 26日） 

８月  

９月 防災イベント、避難訓練（4日） 

 

１０月 遠足（10日 18日 23日） 

１１月 遠足（13日） 

１２月 忘年会(16日・17日) 

１月  

２月 お菓子作り（１２日～１５日） 

３月 避難訓練(２８日) 

 

 

 


